
嘉
永
再
建
和
歌
山
城
天
守
�
建
築
構
成

松

岡

利

郎

�
�
�
�

ど
苦
慮
さ
れ
た
と
い
う
(
藤
岡
通
夫
�
城
と
城
下
町
�
所
収
�
戦
災
焼
失
を

先
に
本
研
究
誌
第
八
号

で
拙
稿
�
和
歌
山
城
天
守
図
に
み
る
建
築

再
建
し
た
和
歌
山
城
天
守
群
�

)
�
水
島
家
所
蔵
の
建
築
指
図
は
嘉
永
の

構
成
�
に
お
い
て
�
弘
化
三
年
(
一
八
四
六
)
焼
失
以
前
の
建
築
構
成
を

天
守
再
建
を
担
当
し
た
際
に
作
成
�
立
面
図
二
枚
(
南
正
面
・
東
面
)
と

考
察
し
て
き
た
�
こ
れ
は
中
村
家
所
蔵
の
絵
図
類
を
も
と
に
検
討
し

建
地
割
圖
二
枚
(
西
側
・
北
側
)
が
伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の
で
�
外
観
・

て
み
た
も
の
で
あ
る
�
一
方
�
嘉
永
三
年
(
一
八
五
〇
)
に
再
建
が
成
り

軸
組
・
内
部
構
成
な
ど
が
詳
し
く
知
ら
れ
る
�

惜
し
く
も
戦
災
で
焼
失
し
た
天
守
に
つ
い
て
は
�
戦
前
の
関
連
書
籍

残
念
な
が
ら
水
島
家
伝
来
の
建
築
指
図
は
空
襲
で
失
わ
れ
た
ら
し

に
案
内
・
解
説
さ
れ
て
お
り
�
具
体
的
な
建
築
構
成
を
知
る
こ
と
が

い
が
�
幸
い
な
こ
と
に
紀
州
徳
川
家
の
菩
提
所
長
保
寺
に
も
和
歌
山

で
き
る
�
す
で
に
調
査
さ
れ
明
確
な
資
料
が
残
�
て
い
た
の
で
昭
和

城
関
係
の
古
図
を
所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
た
(
読
売
新
聞
和

三
三
年
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
�
ト
造
の
再
興
で
あ
り
な
が
ら
�
外
観
意

歌
山
支
局
編
�
和
歌
山
城
物
語
�
)
�
い
ず
れ
も
貴
重
な
史
料
で
あ
る
こ

匠
・
規
模
形
式
は
戦
災
焼
失
前
の
も
の
に
忠
実
に
な
ら
�
て
お
り
�

と
に
か
ん
が
み
�
自
身
も
長
保
寺
へ
参
拝
の
た
め
訪
問
し
閲
覧
調
査

か
つ
て
の
容
姿
を
目
前
に
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
�

す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
�

た
だ
し
戦
災
焼
失
前
に
旧
国
宝
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
た
も
の

本
稿
で
は
嘉
永
再
建
の
和
歌
山
城
天
守
に
つ
い
て
�
長
保
寺
所
蔵

の
�
平
面
図
を
実
測
し
た
だ
け
で
立
面
・
断
面
図
が
無
く
�
再
建
設

の
古
図
な
ら
び
に
戦
災
焼
失
前
の
資
料
を
以
�
て
�
ど
の
よ
う
な
建

計
に
あ
た
�
た
藤
岡
通
夫
博
士
は
戦
前
の
研
究
調
査
で
撮
影
し
た
写

築
構
成
を
と
�
て
い
た
か
検
討
し
�
さ
ら
に
ア
イ
ソ
メ
図
で
再
現
す

真
お
よ
び
藩
大
工
棟
梁
水
島
家
伝
来
の
建
築
指
図
を
参
考
に
す
る
な

る
こ
と
を
試
み
た
い
と
思
う
�



史
料
�
検
討

長
保
寺
所
蔵
の
和
歌
山
城
関
係
古
図
・
指
図
は
�
県
立
博
物
館
の
仏
画
展
開
催
に
あ
た
�
て
調
査
・
整
理
し
た
時
に
見
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
�
当
寺
住
職
の
ご
教
示

に
よ
る
�
�
そ
こ
で
閲
覧
し
え
た
史
料
を
検
討
し
て
み
る
�

�

天
守
各
重
平
面
差
圖
�
写
真
１
�

こ
れ
ら
の
上
袋
に
�
御
天
守

地
差
圖
三
枚
・
土
臺
差
圖
壱
枚
・
碁
盤
梁
差
圖
弐
枚
・
小
屋
差
圖
三
枚
�
都
合
九
枚
�
と
あ
�
て
�
三
重
各
階
の
平
面
図
と
土
台
図
・

梁
組
み
伏
図
と
屋
根
掛
け
図
が
入
�
て
い
る
�
九
枚
い
ず
れ
も
三
九
�
×
二
八
�
の
大
き
さ
で
�
一
間
[六
尺
五
寸
�
約
一
九
七
�
]
を
六
分
五
厘
[二
〇
�
ほ
ど
]
に
�
す
な

わ
ち
縮
尺
百
分
ノ
一
と
し
て
作
成
し
て
い
る
�
方
位
は
北
を
の
ぞ
く
東
・
南
・
西
が
示
さ
れ
る
�
そ
れ
ぞ
れ
画
か
れ
た
内
容
を
読
み
と
�
て
み
よ
う
�

ま
ず
�
①
御
天
守
下
之
御
重
地
差
圖
�②
御
天
守
中
之
御
重
地
差
圖
�③
御
天
守
上
之
御
重
地
差
圖
は
各
階
の
平
面
図
で
��
但
六
尺
七
寸
間
�
と
添
書
き
し
て
あ
る
よ

う
に
柱
間
寸
法
を
設
定
・
統
一
し
て
い
る
�

下
之
重
(一
階
)
は
斜
め
平
行
四
辺
形
で
入
側
ま
わ
り
が
歪
み
を
な
す
た
め
�
柱
間
ご
と
に
詳
細
な
幅
寸
法
を
書
込
ん
で
あ
る
の
が
注
目
さ
れ
る
�
図
１
ト
レ
�
ス
読
取

り
参
照
�
�
柱
間
装
置
(開
き
戸
・
引
違
い
戸
)
や
窓
・
階
段
・
石
落
な
ど
を
表
示
し
た
り
�
そ
の
う
ち
西
入
側
の
柱
八
本
と
中
央
板
張
囲
い
三
室
(内
蔵
)
の
柱
四
本
に
朱
印

し
て
�
此
印
御
柱
中
之
御
重
江
通
り
柱
�
と
記
入
�
か
つ
図
の
左
わ
き
下
に
�
中
之
御
重
江
通
り
柱
拾
弐
本
�
と
添
書
き
し
て
お
り
�
柱
立
て
構
成
が
明
確
に
分
か
る
�

中
之
重
(
二
階
)
も
同
様
で
�
身
舎
ま
わ
り
に
破
線
お
よ
び
中
央
間
に
実
線
を
引
き
�
イ
タ
ハ
リ
・
上
り
口
・
テ
ス
リ
・
中
段
折
れ
の
階
段
・
踊
場
・
高
窓
な
ど
が
示

さ
れ
る
�
南
側
張
出
部
の
斜
め
柱
間
に
幅
寸
法
を
記
入
�
西
側
の
外
柱
八
本
と
身
舎
部
の
う
ち
四
本
に
〇
印
を
付
け
て
�
此
印
御
柱
下
ノ
御
重
ヨ
リ

通
り
柱
��
ま
た
身

舎
部
の
東
入
側
の
柱
九
本
に
朱
印
し
て
�
此
印
御
柱
上
之
御
重
江
通
り
柱
��
図
の
左
わ
き
下
に
�
下
之
御
重
ヨ
リ

通
り
御
柱
拾
弐
本
�
上
之
御
重
江
通
り
御
柱
九
本
�
と

添
書
き
し
て
あ
�
て
通
柱
の
位
置
が
知
ら
れ
る
�

上
之
重
(三
階
)
で
も
同
じ
く
東
側
の
外
柱
に
〇
印
を
付
け
て
�
此
印
御
柱
中
之
御
重
ヨ
リ

通
り
柱
�
と
記
入
�
図
の
左
わ
き
下
に
�
中
之
御
重
ヨ
リ

通
り
柱
九
本
�
と
添

書
き
す
る
�
な
お
上
之
重
の
桁
行
に
お
い
て
�
両
端
間
を
除
く
三
柱
間
は
長
サ
三
間
半
�
六
尺
七
寸
×
三
間
半
�
二
三
尺
四
寸
五
分
�
を
三
等
分
す
る
の
で
�
七
尺
八
寸
一

分
六
リ
六
も
�
と
き
わ
め
て
微
細
な
寸
法
が
記
入
し
て
あ
る
点
は
留
意
す
べ
き
で
あ
る
�
よ
�
て
二
三
尺
四
寸
五
分
／
３
�
七
尺
八
寸
一
分
六
厘
六
毛
�
と
算
出
さ
れ
る
��

そ
れ
に
各
重
平
面
図
ば
か
り
か
土
臺
・
碁
盤
梁
之
圖
(梁
組
み
伏
図
)と
小
屋
差
圖
(屋
根
掛
け
図
)
も
画
か
れ
�
さ
ら
に
建
築
構
成
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
重
要

で
あ
る
�

④
御
天
守
土
臺
差
圖
は
土
台
を
複
線
で
引
き
�
そ
の
上
に
柱
割
し
�
朱
線
で
下
之
重
の
平
面
間
取
り
を
示
す
�
と
く
に
中
央
部
へ
六
角
形
の
頂
点
六
�
所
に
朱
丸
を

入
れ
�
�
○
印
之
所
長
四
尺
位
ヨ
リ

壱
間
迄
埋
込
椥
�
と
注
記
が
な
さ
れ
て
お
り
�
基
礎
固
め
杭
を
地
中
へ
打
込
む
こ
と
も
考
慮
し
て
い
る
�



次
に
⑤
御
天
守
下
之
御
重
碁
盤
梁
之
圖
は
柱
上
の
梁
組
み
を
示
し
�
一
階
の
平
面
間
取
り
と
柱
立
割
は
墨
書
き
�
お
よ
び
二
階
の
平
面
間
取
り
と
柱
割
は
朱
書
き
で

色
別
し
て
あ
る
�
西
側
の
南
か
ら
三
間
目
外
に
�
此
二
タ
筋
引
ハ
本
桁
��
そ
の
二
間
隣
り
(
南
か
ら
五
間
目
)
入
側
内
に
�
此
二
タ
筋
引
ハ
上
木
高
サ
ニ
片
蓋
差
物
�
と
記

入
す
る
�
そ
れ
に
北
・
東
・
南
三
方
の
入
側
よ
り
半
間
出
る
筋
を
庇
の
繋
梁
上
に
渡
す
�
柱
持
梁
�
と
明
記
し
�
二
階
の
外
ま
わ
り
を
な
す
こ
と
が
了
解
で
き
る
�
梁

組
み
交
差
す
る
と
こ
ろ
の
画
き
方
を
見
れ
ば
東
西
方
向
が
下
梁
で
�
そ
の
上
に
南
北
方
向
の
梁
が
一
間
ご
と
に
架
け
る
工
法
を
と
�
て
い
る
の
が
分
か
る
�
た
だ
�
東

西
方
向
の
下
梁
は
中
央
北
寄
り
六
坪
室
(
内
蔵
)
の
柱
割
に
し
た
が
�
て
一
間
ご
と
三
筋
に
配
さ
れ
る
も
の
の
�
北
方
は
通
柱
二
本
だ
け
な
の
で
二
間
ス
パ
ン
離
し
入
側

筋
に
�
南
方
は
ス
パ
ン
長
サ
三
間
の
中
筋
(
中
央
四
坪
半
室
の
南
辺
柱
列
に
あ
た
る
)
に
渡
さ
れ
て
両
端
が
入
側
柱
一
間
の
差
物
(
差
鴨
居
)
に
掛
け
る
よ
う
図
示
し
て
い
る
�



写真１．Ａ 天守各重平面差圖（その１、長保寺所蔵）

▲上袋表題

④ 土臺差圖▲

1 下之重地差圖▲

⑦ 下之重小屋差圖▲ ⑤ 下之重碁盤梁之圖▲



写真１．Ａ 天守各重平面差圖（その２、長保寺所蔵）

2 中之重地差圖▲

⑧ 中之重小屋差圖▲ ⑥ 中之重碁盤梁之圖▲

⑨ 上之重小屋差圖▲ ③ 上之重地差圖▲





ま
た
⑥
御
天
守
中
之
御
重
碁
盤
梁
之
圖
も
同
様
に
作
図
さ
れ
て
お
り
�
西
辺
の
南
側
か
ら
二
間
目
外
に
�
此
二
タ
筋
引
ハ
本
桁
�
�
そ
の
隣
り
(
南
か
ら
三
間
目
)
入
側
内
に

�
此
二
タ
筋
引
ハ
内
室
と
野
屋
祢
境
桁
�
と
記
入
す
る
�
こ
こ
で
は
上
之
重
(三
階
)
が
一
間
半
あ
て
逓
減
す
る
の
に
対
し
�
西
入
側
が
幅
一
間
し
か
な
い
た
め
�
他
の
入

側
三
方
は
幅
一
間
半
ち
�
う
ど
�
�
下
梁
(図
で
は
�
下
木
�
と
書
込
み
)
は
庇
繋
梁
と
二
段
の
掛
継
ぎ
に
し
て
上
梁
(
上
木
)
を
架
け
ね
ば
な
ら
な
い
�
お
ま
け
に
上
之
重
の
桁
行

が
先
述
の
如
く
身
舎
部
長
サ
を
三
等
分
す
る
関
係
[
七
尺
八
寸
一
分
六
厘
六
毛
�
]
で
中
之
重
の
柱
筋
よ
り
ず
れ
て
架
け
る
べ
く
工
夫
し
て
あ
り
�
梁
組
み
伏
図
に
み
る
よ

う
な
画
か
れ
方
と
な
�
て
い
る
�

続
き
�
⑦
御
天
守
下
之
御
重
小
屋
差
圖
�
⑧
御
天
守
中
之
御
重
小
屋
差
圖
�⑨
御
天
守
上
之
御
重
小
屋
差
圖
は
屋
根
掛
け
図
で
�
下
之
重
と
中
之
重
が
四
方
葺
降
し
�

上
之
重
が
最
上
層
入
母
屋
で
�
入
側
の
庇
繋
ぎ
梁
・
桔
木
・
母
屋
の
配
付
や
比
翼
入
母
屋
・
千
鳥
破
風
・
唐
破
風
の
取
付
け
位
置
�
軒
ま
わ
り
を
示
す
�
こ
こ
で
は
下

階
の
規
模
と
柱
割
を
黒
色
�
上
階
の
規
模
と
柱
割
を
朱
色
で
表
し
�
図
の
東
わ
き
に
�
黄
色
化
粧
物
�
草
色
敷
桁
�
加
ば
色
二
重
梁
�
と
黄
色
・
緑
色
・

か
ば樺

色
(
赤
み
を

お
び
た
黄
色
)
の
識
別
を
例
記
し
て
い
る
�
注
意
さ
れ
る
の
は
下
之
重
で
は
斜
め
歪
み
の
た
め
東
南
・
西
北
の
隅
木
尻
が
や
ゝ
振
れ
位
置
に
入
込
む
お
さ
ま
り
を
配
慮
�

ま
た
中
之
重
で
は
身
舎
ま
わ
り
に
黒
の
柱
割
を
付
け
る
が
�
そ
れ
が
上
之
重
外
ま
わ
り
の
規
模
を
受
継
ぎ
な
が
ら
西
側
の
半
間
内
寄
り
に
朱
線
を
二
重
に
引
き
�
柱
割

も
南
辺
・
北
辺
(桁
行
に
な
る
)
で
ズ
レ
を
み
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
�
後
者
は
先
述
の
如
く
中
之
重
の
西
入
側
幅
が
他
三
方
よ
り
半
間
短
い
た
め
の
措
置
を

考
え
て
い
る
�
し
た
が
�
て
中
之
重
の
身
舎
桁
長
サ
は
六
間
×
六
尺
七
寸
�
四
〇
尺
二
寸
�
上
之
重
の
桁
長
サ
は
五
間
半
×
六
尺
七
寸
�
三
六
尺
八
寸
五
分
�
�

�

御
天
守
向
御
絵
圖
�
写
真
２
�

折
畳
み
の
表
題
に
�
申
八
月
改
御
天
守
向
御
絵
圖
但
四
分
計
�
と
記
さ
れ
て
い
る
�
図
上
で
見
る
と
�
楠
門
へ
取
付
く
石
段
が
東
よ
り
右
折
れ
上
が
り
に
入
る
形
態
を

示
し
て
お
り
�
そ
れ
が
改
変
さ
れ
た
の
は
江
戸
後
期
で
干
支
か
ら
嘉
永
元
年
(戊
申
�
一
八
四
八
)
か
万
延
元
年
(
庚
申
�
一
八
六
〇
)
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
�
前
者
と
す
れ

ば
天
守
の
再
建
工
事
が
始
ま
る
時
期
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
�

和
紙
の
大
き
さ
八
六
�
×
六
五
�
�
一
間
[
六
尺
五
寸
]
を
四
分
と
す
る
縮
尺
(つ
ま
り
一
六
二
・
五
分
ノ
一
)
で
天
守
基
壇
ま
わ
り
(天
守
曲
輪
)の
平
面
図
を
正
し
く
画
い

て
い
る
�
こ
こ
で
は
帯
曲
輪
付
段
沿
い
の
南
先
に
あ
る
建
物
が
略
さ
れ
て
い
る
�
�
建
物
平
面
や
配
置
が
分
か
り
�
隅
櫓
・
多
門
(
長
櫓
)
・
城
門
の
名
称
や
規
模
寸
尺
を
付
箋
す

る
�
こ
れ
ら
付
箋
各
所
は
�
天
守
の
東
辺
�
拾
間
半
�・
北
辺
�
拾
間
三
尺
�
�
小
天
守
の
東
辺
�
四
間
弐
尺
�
・
西
辺
�
八
間
半
�
・
北
辺
�
四
間
壱
尺
五
寸
�・�
玄
関
弐
間
半
四
方
�
�

台
所
東
半
は
�
多
門
三
間
半
壱
尺
弐
寸
ニ
七
間
半
余
�
�
そ
の
西
続
き
北
多
門
�
多
門
弐
間
ニ
拾
六
間
□
□
�
�
乾
櫓
(
北
西
隅
櫓
)
の
東
辺
�
三
間
�
・
二
階
�
櫓
弐
間
半
ニ
三
間
�
�

西
多
門
�
多
門
弐
間
ニ
拾
弐
間
半
壱
尺
�
�
二
ノ
門
櫓
(西
南
隅
櫓
)
二
階
�
櫓
弐
間
四
方
但
振
ア
リ
�
と
記
さ
れ
て
い
る
�
さ
ら
に
東
倉
庫
(
塩
蔵
)
は
�
蔵
弐
間
半
ニ
五
間
半
�
�
西

倉
庫
(鉛
蔵
)
は
�
蔵
三
間
ニ
七
間
�
�
ま
た
乾
櫓
の
北
下
に
あ
る
楯
蔵
は
�
蔵
弐
間
半
ニ
弐
間
半
壱
尺
六
寸
�
�
帯
曲
輪
南
付
段
沿
い
の
西
側
に
｢
多
門
弐
間
ニ
七
間
�
と
知
ら
れ



る
�他

に
付
箋
五
点
が
は
が
れ
落
ち
て
図
の
右
下
に
ま
と
め
留
め
お
か
れ
て
い
る
�
め
い
め
い
�
拾
壱
間
弐
尺
五
寸
�
は
天
守
南
辺
に
相
当
��
多
門
弐
間
五
尺
五
寸
・
四
間
五

尺
弐
寸
�
は
台
所
西
半
か
��
四
間
弐
尺
五
寸
�
は
二
ノ
門
櫓
の
南
辺
か
��
五
間
�・
�
四
間
五
尺
�
は
乾
櫓
の
外
辺
か
と
思
わ
れ
る
�
ま
た
図
中
に
黄
色
の
付
印
四
�
所
�
楠

門
の
前
外
側
と
桝
形
内
・
東
倉
庫
・
台
所
東
南
部
�
み
ら
れ
る
が
�
そ
れ
ぞ
れ
意
図
す
る
貼
付
け
位
置
に
つ
い
て
は
解
釈
し
に
く
い
�
そ
れ
に
楠
門
へ
上
が
る
石
段
そ
ば
の

付
箋
�
一
之
門
�
も
貼
り
間
違
い
で
�
天
守
台
東
南
方
す
そ
先
の
城
門
を
指
す
べ
き
で
あ
ろ
う
�
ま
た
�
乾
櫓
と
二
ノ
門
櫓
に
は
二
階
の
掛
紙
を
貼
付
け
て
い
る
が
�

天
守
と
小
天
守
で
は
一
階
を
示
す
の
み
で
上
階
の
平
面
図
は
付
け
て
い
な
い
�
た
だ
し
乾
櫓
二
階
は
階
段
口
の
位
置
が
反
対
で
南
寄
り
に
貼
ら
れ
て
い
る
�



表題

▲ 全体図

楯蔵

玄関・小天守

乾櫓 ※二階の位置が反対で

南寄りに貼っている

西多門（長櫓）

二ノ門櫓

▲天守下之重

二ノ門

写真２．Ｂ 御天守向御絵図（長保寺所蔵）



▲ 全体図

▲天守上之重

▲天守中之重 ▲天守下之重

（大黒柱は二本） （太い柱の位置に注目）

乾櫓

台所

玄関・小天守

二之門櫓 二之門 写真３．Ｃ 天守曲輪平面古図（長保寺所蔵）



�

天
守
曲
輪
平
面
古
図
�
写
真
３
�

表
題
は
無
い
も
の
の
�
Ｂ
�
御
天
守
向
御
絵
図
�
と
同
様
に
天
守
曲
輪
周
囲
の
平
面
図
が
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
画
か
れ
て
お
り
�
良
質
な
史
料
で
あ
る
�
和
紙
の
大

き
さ
一
四
二
�
×
一
〇
三
�
�
一
尺
を
一
分
�
す
な
わ
ち
縮
尺
百
分
ノ
一
と
し
�
天
守
曲
輪
ま
わ
り
の
建
物
の
平
面
に
柱
割
が
あ
り
黄
色
で
彩
色
す
る
�
そ
の
う
え
天

守
の
二
階
と
三
階
�
小
天
守
二
階
�
乾
櫓
二
階
�
二
ノ
門
櫓
二
階
�
楠
門
上
階
(
渡
櫓
)
の
掛
紙
も
あ
�
て
充
分
に
備
わ
�
て
い
る
�
よ
く
見
れ
ば
�
戸
口
部
や
開
き
戸
・

引
違
い
戸
・
窓
を
表
示
�
狭
間
も
朱
色
で
配
備
付
け
し
�
水
溜
り
・
排
水
溝
に
水
色
�
天
守
台
南
側
と
東
側
の
下
す
そ
腰
巻
に
薄
緑
色
で
彩
色
さ
れ
て
い
る
�
ま
た
天

守
一
階
(下
之
重
)
の
中
心
位
置
よ
り
十
字
朱
線
で
方
位
も
引
か
れ
て
お
り
�
全
体
的
な
規
模
施
設
が
明
瞭
に
分
か
る
�

な
お
�
三
重
天
守
の
各
階
の
規
模
や
平
面
間
取
り
・
柱
割
は
先
掲
の
Ａ
-①
②
③
�
天
守
各
重
地
差
圖
�
と
同
じ
で
�
そ
の
う
ち
下
之
重
の
中
央
板
張
囲
い
三
室
(
内

蔵
)
に
太
い
柱
四
本
が
立
つ
点
は
指
摘
し
て
お
き
た
い
(
後
述
す
る
ア
イ
ソ
メ
図
の
大
黒
柱
Ａ
・
Ｂ
お
よ
び
太
柱
Ｃ
・
Ｄ
)
�
ま
た
中
之
重
で
は
太
い
柱
が
二
本
(
大
黒
柱
Ａ
・
Ｂ
)
と

な
�
て
い
て
�
平
面
上
の
中
心
を
占
め
る
と
み
な
し
う
る
�

こ
の
図
に
画
か
れ
た
各
櫓
は
縮
尺
寸
法
や
柱
割
か
ら
推
し
て
次
の
よ
う
な
規
模
に
な
る
(
�

�
は
古
図
記
入
の
名
称
)
�

�
小
天
守
�
下
之
重

八
間
半
×
六
間
�
た
だ
し
東
北
部
な
な
め
欠
き

南
室
�
干
飯
蔵
�
と
北
室
(
階
段
・
囲
炉
裏
)

玄
関
(
二
間
半
四
方
)付
き
�
向
い
唐
破
風

�
上
之
御
重
�
四
間
×
三
間
�
東
西
棟

�
御
臺
所
�

一
二
間
半
×
四
間
梁
お
よ
び
三
間
梁

台
所
続
き
北
多
門
(
長
櫓
)

一
六
間
半
余
×
二
間
梁

�
乾
御
櫓
�
下
之
重

五
間
×
五
間
�
た
だ
し
矩
折
れ
平
面

(
東
辺
三
間
半
梁
・
南
辺
三
間
梁
)

�
上
之
御
重
�
三
間
×
二
間
半
�
東
西
棟

西
�
御
多
門
�

一
三
間
弱
×
二
間
梁

二
ノ
門
御
櫓
下
之
重

二
間
半
梁
×
北
辺
五
間
余
・
南
辺
四
間
余

上
之
重

二
間
梁
×
北
辺
二
間
半
・
南
辺
二
間
�
東
西
棟

(
上
下
と
も
台
形
平
面
)



�
二
之
御
門
�
(
楠
門
下
部
)

大
扉
二
間
両
開
き
・
右
一
間
脇
戸

�
渡
り
御
櫓
�
(
上
階
)

五
間
×
二
間
半
梁
�
東
西
棟

南
�
御
多
門
�

一
四
間
余
×
二
間
梁

�
塩
御
蔵
�

五
間
×
二
間
半

�
鈆
御
蔵
�

七
間
×
三
間

�
楯
御
蔵
�

三
間
×
二
間
半



�
御
天
守
建
前
足
代
之
圖
�
写
真
４
�

上
袋
に
右
の
表
題
を
記
し
�
嘉
永
再
建
に
あ
た
�
て
足
場
を
組
み

立
て
る
た
め
の
も
の
で
�
次
の
三
枚
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
�

1

�御
天
守
地
足
代
注
文
附
絵
圖
弐
枚
之
内
�は
図
の
大
き
さ
四
一
�

×
二
九
�
�
縮
尺
百
分
ノ
一
と
し
て
�
天
守
台
を
朱
の
破
線
�
そ
の
内
ま
わ
り
に
天
守
下
之
重
�
一
階
�
四
辺
を
墨
実
線
で
引
き
��
飛
朱
石
垣
外
角
�
墨
引
御
建
物
真
�

と
注
記
す
る
�
天
守
台
の
規
模
を
記
入
�
東
辺
�
七
丈
壱
尺
五
寸
程
�
此
側
石
垣
高
サ
四
間
半
程
��
南
辺
�
七
丈
五
尺
六
寸
程
�
此
側
石
垣
高
サ
四
間
半
程
�
�
西
辺

�
七
丈
壱
尺
程
�
此
側
石
垣
高
サ
六
尺
程
�
�
北
辺
�
七
丈
六
寸
程
�
此
遍
石
垣
高
サ
四
尺
程
�
と
あ
る
�
た
だ
�
概
略
ら
し
く
斜
め
歪
み
角
度
は
さ
ほ
ど
強
調
さ
れ

て
い
な
い
�

②
�御
天
守
地
足
代
注
文
附
絵
圖
弐
枚
之
内

東
南
側
略
圖
�
は
図
の
大
き
さ
四
〇
・
五
�
×
二
八
�
�
縮
尺
三
〇
分
ノ
一
で
�
石
垣
に
取

付
く
足
場
側
面
を
朱
引

き
し
て
い
る
�
足
場
四
段
で
�
上
二
段
の
横
木
を
�
杉
長
丸
太
�
�
そ
の
下
二
段
を
�
竹
�
に
指
定
す
る
�

残
る
一
枚
③
�御
天
守
御
建
前
足
代
略
圖
�
は
図
の
大
き
さ
九
七
�
×
四
二
�
�
同
じ
縮
尺
三
〇
分
ノ
一
�
西
面
の
右
半
分
で
天
守
台
と
多
門
(
長
櫓
)
台
は
高
低
差
八

尺
九
寸
�
そ
の
上
に
天
守
断
面
を
画
き
�
下
か
ら
上
ま
で
の
足
場
組
み
を
示
す
�
こ
こ
で
は
石
垣
取
付
き
の
足
場
を
墨
線
�
上
方
の
三
重
天
守
に
わ
た
る
取
付
き
足
場

を
朱
線
で
引
き
�
丸
太
材
・
寸
尺
を
記
入
し
て
あ
る
�
さ
ら
に
多
門
台
の
下
部
に
足
場
仕
様
や
指
示
す
べ
き
文
が
次
の
よ
う
に
書
込
ま
れ
て
い
る
�

御
臺
下
ヨ
リ

上
之
御
重
迄
之
足
代
外
廻
リ
ハ

大
様
朱
引
之
通
并
内
廻
リ
共
柱
通
江
杉
丸
太

建
尤
御
地
面

は者
掘
立
ニ
難
相
成
候
ニ
付
土
臺
居

立
候
上
同
際
ニ
而
根
堅
メ
い
た
し
布
結
之
儀
ハ

杉
丸
太
又
大
竹
共
交
遣
ひ
筋
違
ハ
其
向
ニ
應
シ

杉
丸
太
又
ハ
大
竹
堅
方
之
都
合
ニ
而
遣
合

い
ず何
れ連

も

か
す
が
い

銯

堅
切
込
短
等
入
重
立
候
所
者
棕
呂
縄
結
間
々



布
竹
等
之
所
者
藁
縄
結
歩
行
板
等
廣
ク
置
合

縄
結
ニ
い
た
し
外
側
ニ
而
諸
色
運
ひ
道
之
所
御
臺

下
ヨ
リ

上
之
御
軒
迄
都
合
宜
所
江
だ
ら
々
々
拵
へ
四
方

見
隠
シ
ハ
釣
莚
よ
し
す
等
棹
縁
竹
ニ
而
縄
結
ニ
い
た
し

右
足
代
掛
方
之
儀
者
下
之
御
重
中
之
御
重
と

建
前
ニ
應
シ
追
々
仕
上
リ
次
第
出
来
候
筈
尤
下
之

御
重
ヨ
リ

追
々
ニ
建
揃
筋
違
等
入
候
而
堅
リ
次
第
内
廻
リ

足
代
丸
太
等
不
用
ニ
相
成
候
筋
ハ
取
拂
仕
送
リ
ニ
遣
合

仕
候
筈

但

不
残
建
前
相
済
諸
職
人
業
ニ
相
懸
リ

候
節
者
其
職
業
ニ
應
シ
高
サ
之
所
重
立
候

木
ハ
其
侭
ニ
而
小
直
し
等
ニ
可
致
筈

石
垣
取
付
き
足
場
は
②
と
同
様
で
�
天
守
台
上
端
レ
ベ
ル
か
ら
足
場
�
壱
間
半
程
�
に
差
出
し
て
�
杉
丸
太
長
四
間
半
程
�
を
斜
め
掛
け
に
立
て
る
�
三
段
目
に
�
柱

踏
当
板
�
を
渡
し
て
天
守
本
体
に
取
付
け
る
た
め
�
杉
丸
太
四
間
半
余
�
�
下
之
重
の
足
場
よ
り
上
に
�
杉
丸
太
長
五
間
半
余
��
中
之
重
の
足
場
よ
り
上
に
�
杉
丸
太

長
四
間
余
�
を
立
上
げ
る
�
ま
た
各
重
入
側
に
丸
太
を
タ
ス
キ
が
け
で
固
定
し
�
下
之
重
入
側
柱
わ
き
に
�
杉
丸
太
長
三
間
余
��
中
之
重
入
側
柱
わ
き
に
�
杉
丸
太

長
三
間
半
程
�
を
添
付
け
�
同
じ
入
側
庇
の
繋
梁
上
に
�
杉
丸
太
長
壱
丈
五
尺
程
�
を
上
之
重
ま
で
立
て
る
�
さ
ら
に
上
之
重
で
は
横
木
を
上
下
二
本
と
も
�
杉
丸
太

長
四
間
半
程
�
を
差
出
し
て
組
み
�
布
竹
�
を
指
定
し
て
い
る
�

こ
の
よ
う
に
①
と
②
が
�
弐
枚
之
内
�
と
記
す
如
く
セ
�
ト
に
な
る
も
の
で
�
ま
ず
天
守
台
ま
わ
り
の
規
模
を
み
て
足
場
組
み
し
�
つ
い
で
③
に
お
い
て
�
そ
の
上

に
天
守
本
体
が
建
て
ら
れ
る
に
し
た
が
�
て
順
次
�
足
場
を
組
む
の
を
考
え
て
い
て
�
下
之
重
は
二
段
�
中
之
重
は
三
段
�
上
之
重
は
二
段
に
と
る
計
画
で
あ
る
こ
と

が
分
か
る
�



写真４．Ｄ 御天守建前足代之圖（長保寺所蔵）

表 題

①御天守地足代注文附絵圖弐枚之内▲

②御天守地足代注文附絵圖

弐枚之内 東南側略圖▲

③御天守御建前足代略圖▲



戦
災
焼
失
前
�
建
物
�
復
元
�
�
�
�

長
保
寺
所
蔵
の
古
図
は
弘
化
三
年
(
一
八
四
六
)
焼
失
後
�
天
守
再
建
に
あ
た
�
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
�
平
面
指
図
だ
け
で
は
�
そ
の
上
に
立
つ
建
築
構
成

を
知
る
の
に
十
分
な
も
の
と
は
い
え
な
い
�
そ
の
点
�
藤
岡
通
夫
博
士
が
紹
介
し
た
水
島
家
の
立
面
図
・
建
地
割
圖
は
参
考
に
な
る
�
図
２
�
�
各
二
枚
あ
わ
せ
て
四

枚
で
�
立
面
図
の
一
枚
は
�
天
守
南
御
正
面
之
圖
扣
�
但
三
十
分
一
��
ま
た
一
枚
は
�
御
天
守
西
側
建
地
割
�
但
二
十
分
一
之
圖
�
と
図
柄
大
き
く
見
ご
た
え
す
る
も
の

で
あ
る
�
い
ず
れ
も
現
在
の
図
法
と
同
様
に
詳
細
か
つ
精
緻
な
作
図
が
さ
れ
て
い
る
も
の
の
��
建
地
割
�
の
方
は
一
面
の
断
面
図
と
い
う
よ
り
は
外
ま
わ
り
軸
組
の

構
成
を
主
に
示
し
て
い
る
�

長
保
寺
所
蔵
Ａ
�
御
天
守

地
差
圖
三
枚
・
土
臺
差
圖
壱
枚
・
碁
盤
梁
差
圖
弐
枚
・
小
屋
差
圖
三
枚
�
と
対
応
し
て
検
討
す
る
と
梁
の
架
構
法
や
立
体
的
な
組
立
て

方
な
ど
�
く
ま
な
く
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
�
さ
ら
に
�
御
天
守
普
請
覚
帳
�
に
よ
�
て
各
重
の
規
模
や
高
サ
・
軒
出
寸
法
・
用
材
寸
法
・
建
築
仕
様
な
ど
詳
し
く
記

録
し
て
あ
り
�
諸
書
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
�
�
和
歌
山
史
要
��
古
川
重
春
�
日
本
城
郭
考
�
�
藤
岡
通
夫
�
和
歌
山
城
天
守
と
そ
の
造
営
に
つ
い
て
��
松
田
茂
樹
�
和
歌
山
城
史
話
�
�
た

だ
し
寸
尺
に
一
部
�
異
同
が
み
ら
れ
る
�
�
次
に
規
模
寸
尺
を
摘
要
�
列
記
す
る
(一
間
を
六
尺
五
寸
に
換
算
)
�

下
之
重

東
辺
十
間
半
(
六
八
尺
二
寸
五
寸
)

西
辺
十
間
二
尺
五
寸
(
六
七
尺
五
寸
)

南
辺
十
一
間
二
尺
二
寸
(
七
三
尺
七
寸
)

北
辺
十
間
三
尺
(
六
八
尺
)

階
高
一
丈
六
尺

軒
桁
高
一
丈
四
尺
一
寸

中
之
重

東
西
八
間
半
二
尺
一
寸
五
分
(
五
七
尺
四
寸
)

南
北
八
間
二
尺
五
寸
(
五
四
尺
五
寸
)

階
高
二
丈
七
寸

軒
桁
高
一
丈
三
尺
四
寸

上
之
重

東
西
五
間
半
一
尺
一
寸
(
三
六
尺
八
寸
五
分
)

南
北
五
間
一
尺
(
三
三
尺
五
寸
)

階
高
(床
板
か
ら
棟
木
ま
で
)
一
丈
五
尺
三
寸

入
側
化
粧
桁
高
一
丈
三
尺

軒
桁
高
一
丈
一
尺

惣
高
(
石
垣
上
よ
り
野
棟
ま
で
)
十
間
半
ほ
ど
(
六
八
尺
二
寸
五
分
)



鯱
高
四
尺
五
寸

と
く
に
下
之
重
の
大
黒
柱
(
大
極
柱
)
四
本
は
内
二
本
が
一
尺
四
寸
角
・
二
本
が
一
尺
三
寸
角
�
内
廻
り
一
尺
角
・
外
廻
り
九
寸
角
�
中
之
重
の
柱
は
内
廻
り
九
寸
角
・
外

廻
り
八
寸
角
�
上
之
重
の
柱
は
内
廻
り
八
寸
角
・
外
廻
り
七
寸
角
と
太
さ
算
段
を
は
か
�
て
い
る
の
が
分
か
る
�
た
だ
�
原
本
を
見
て
い
な
い
の
で
�
覚
帳
�
の
寸
法

と
水
島
家
所
蔵
立
面
図
・
建
地
割
圖
の
縮
尺
寸
尺
が
合
う
か
ど
う
か
確
か
め
え
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
�

他
方
�
戦
災
焼
失
前
の
実
測
図
や
写
真
も
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
�
先
述
し
た
よ
う
に
実
物
そ
の
も
の
全
て
を
知
る
に
は
限
度
が
あ
る
�
な
か
で
も
天
守
各
重

の
上
下
関
係
に
つ
い
て
戦
災
焼
失
前
の
建
物
は
柱
筋
に
ズ
レ
が
あ
�
た
よ
う
で
�
長
保
寺
所
蔵
差
圖
に
示
す
通
柱
を
と
る
計
画
と
違
い
施
工
変
更
さ
れ
た
ら
し
い
�
前

稿
�
和
歌
山
城
天
守
図
に
み
る
建
築
構
成
�
で
も
指
摘
し
て
お
い
た
よ
う
に
長
保
寺
所
蔵
Ａ
-①
②
③
�
天
守
各
重
地
差
圖
�
に
は
下
之
重
の
身
舎
部
ま
わ
り
西
入
側

柱
八
本
を
通
柱
と
し
て
中
之
重
の
西
辺
外
柱
へ
�
か
つ
中
之
重
の
身
舎
部
ま
わ
り
東
入
側
柱
六
本
と
内
方
一
間
の
筋
に
あ
る
三
本
も
通
柱
と
し
て
上
之
重
の
東
辺
外
柱

へ
立
ち
あ
げ
て
画
か
れ
る
が
�
戦
災
焼
失
前
も
の
は
二
重
目
柱
真
・
三
重
目
柱
真
の
東
側
と
西
側
柱
筋
に
ズ
レ
が
あ
る
た
め
通
柱
と
み
な
せ
な
い
�
実
測
平
面
図
を
見

る
か
ぎ
り
東
西
方
向
の
柱
筋
に
梁
間
を
合
わ
せ
て
お
き
�
桁
行
は
中
軸
に
据
え
て
柱
を
割
当
て
て
長
サ
半
間
[
三
尺
三
寸
五
分
]
の
寸
法
差
を
両
端
で
柱
を
ず
ら
せ
て
梁
の

上
に
立
て
る
方
式
を
と
�
て
い
た
ら
し
い
�
つ
ま
り
中
之
重
の
桁
行
長
サ
八
間
半
は
下
之
重
身
舎
部
の
桁
行
長
サ
八
間
よ
り
両
端
が
少
し
長
め
�
半
間
の
寸
法
差
を
二
分

す
る
長
サ
�
三
・
三
五
尺
／
２
�
一
・
六
七
五
尺
の
出
�
�
上
之
重
の
桁
行
長
サ
五
間
半
は
中
之
重
身
舎
部
の
桁
行
長
サ
六
間
よ
り
も
両
端
が
短
め
�
同
様
に
一
・
六
七
五
尺
の
入
り
�

と
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
�
図
３
�
�
念
の
た
め
実
測
平
面
図
を
重
ね
て
み
る
に
�
上
・
中
之
重
間
は
桁
行
方
向
の
み
合
う
も
の
の
�
中
・
下
之
重
間
は
柱
が
全
て
ず
れ
て

い
る
�

そ
れ
だ
け
で
な
く
中
之
重
の
南
外
辺
と
張
出
部
も
ま
た
不
審
な
点
が
あ
る
�
Ａ
�
天
守
各
重
地
差
圖
�・
Ｃ
�
天
守
曲
輪
平
面
古
図
�
の
天
守
掛
紙
で
は
下
之
重
よ

り
半
間
ほ
ど
の
逓
減
を
示
す
が
�
戦
災
焼
失
前
の
平
面
図
で
は
中
之
重
の
南
外
辺
ラ
イ
ン
が
下
之
重
の
南
外
辺
寄
り
ギ
リ
ギ
リ
と
な
�
て
い
る
�
そ
の
点
�
戦
災
焼
失

前
の
写
真
や
高
田
徹
氏
紹
介
の
絵
ハ
ガ
キ
を
参
照
し
て
も
錯
覚
に
よ
る
た
め
ら
い
あ
る
も
の
の
�
や
ゝ
前
方
に
迫
�
て
い
る
よ
う
に
見
え
�
ま
だ
疑
問
の
余
地
が
残
る
�



図２．水島家の天守立面・建地割圖(藤岡通夫博士、松田茂樹氏の著書より)

上下の柱筋にズレあり

中之重の南外辺が前方へ寄りすぎ？

図３．和歌山城天守平面図

(戦災焼失前)

※参考のため上下の柱筋長サを記入した



差
圖
�
�
�
�
�
�
起
�
�

こ
の
よ
う
に
戦
災
焼
失
前
の
建
築
構
成
を
完
全
に
把
握
で
き
な
い
個
所
が
あ
る
た
め
�
復
元
す
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
�
と
り
あ
え
ず
�
本
稿
で
は
嘉
永
再
建
が
成

�
て
戦
災
で
焼
失
し
た
実
際
の
姿
を
う
か
が
え
な
い
の
で
�
長
保
寺
所
蔵
の
古
図
・
差
圖
に
基
づ
い
て
天
守
の
建
築
構
成
を
等
角
ア
イ
ソ
メ
図
に
描
き
起
こ
し
て
み
た
�

も
と
よ
り
戦
災
焼
失
前
の
も
の
に
忠
実
な
復
元
は
望
め
な
い
も
の
の
�
軸
部
の
立
上
げ
方
や
梁
組
み
工
法
が
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
�
下
之
重
(一
階
)
は
平
面
上
の
軸

部
立
て
図
と
柱
上
に
架
け
る
梁
組
み
図
�
次
い
で
中
之
重
(二
階
)
も
同
じ
く
軸
部
立
て
図
と
梁
組
み
図
の
両
図
を
掲
げ
�
さ
ら
に
上
之
重
(三
階
)
ま
で
建
ち
上
が
り
構
成

図
と
い
う
順
に
�
そ
れ
ぞ
れ
建
築
さ
れ
る
さ
ま
を
試
み
た
�
た
だ
�
等
角
ア
イ
ソ
メ
な
の
で
背
面
が
見
え
ず
重
な
る
部
分
が
あ
る
が
�
い
さ
さ
か
天
守
の
構
造
お
よ
び

大
工
棟
梁
の
手
に
な
る
指
図
の
内
容
�
す
な
わ
ち
設
計
計
画
の
ほ
ど
が
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
�

そ
こ
で
等
角
ア
イ
ソ
メ
図
の
�
下
之
重
か
ら
中
之
重
�
中
之
重
か
ら
上
之
重
へ
わ
た
る
構
造
や
上
下
関
係
に
つ
い
て
説
明
す
る
�

ま
ず
下
之
重
の
軸
部
立
て
図
�
図
４
-
１
�
を
見
る
と
�
平
面
間
取
り
は
身
舎
部
[八
間
×
七
間
]の
周
囲
に
入
側
を
ま
わ
し
�
差
圖
上
で
は
破
線
を
引
い
て
い
て
無
目

敷
居
を
表
す
と
思
わ
れ
る
が
�
戦
災
焼
失
前
の
内
部
写
真
を
参
照
す
る
と
敷
居
は
入
れ
ず
内
法
高
に
貫
を
通
し
て
堅
め
る
だ
け
で
一
面
板
敷
き
(
惣
板
間
)
で
あ
�
た
�

身
舎
部
は
通
常
な
ら
田
字
型
に
間
仕
切
る
べ
き
と
こ
ろ
�
中
央
の
板
張
囲
い
内
蔵
三
室
�
各
室
の
面
積
は
六
坪
・
四
坪
半
・
三
坪
の
広
さ
�
を
独
立
的
に
設
け
る
�
四
坪
半

室
(一
間
半
ス
パ
ン
)
の
南
辺
が
柱
間
の
中
筋
に
な
る
の
を
除
い
て
柱
筋
を
合
わ
せ
る
も
の
の
�
内
蔵
三
室
の
巴
状
く
い
違
い
間
取
り
が
不
揃
い
に
な
る
点
は
特
殊
な
形
式

で
類
例
を
み
な
い
�

Ａ
-
①
�
御
天
守
下
之
御
重
地
差
圖
�
が
示
す
如
く
身
舎
ま
わ
り
の
西
入
側
柱
八
本
(
西
通
柱
１
�
８
)
お
よ
び
中
央
板
張
囲
い
部
分
の
柱
四
本
(通
柱
９
・
1
0�
大
黒
柱
Ａ
・

Ｂ
)
を
中
之
重
へ
立
ち
あ
が
ら
せ
る
�
な
お
�
Ｃ
�
天
守
曲
輪
平
面
古
図
�
を
参
照
す
る
と
太
い
柱
四
本
の
う
ち
大
黒
柱
Ｂ
と
太
柱
Ｄ
は
四
坪
半
室
の
東
辺
両
隅
�
大

黒
柱
Ａ
と
太
柱
Ｃ
は
同
室
西
辺
よ
り
一
間
内
側
の
位
置
に
あ
て
て
い
る
�
し
か
し
太
柱
Ｃ
・
Ｄ
は
Ａ
-①
�
天
守
下
之
重
地
差
圖
�
も
同
様
に
太
い
柱
を
示
し
て
お
り
�

中
之
重
で
は
該
当
す
る
柱
が
無
い
か
わ
り
に
�
Ａ
-⑤
�
御
天
守
下
之
御
重
御
盤
梁
之
圖
�
を
参
照
す
れ
ば
下
之
重
の
柱
筋
に
無
い
下
梁
を
支
え
る
の
み
で
通
柱
と
し
な

い
こ
と
が
判
明
す
る
�
そ
う
す
る
と
大
黒
柱
Ａ
・
Ｂ
は
ほ
ぼ
中
心
を
な
し
�
ゆ
え
に
太
さ
一
尺
四
寸
角
�
太
柱
Ｃ
・
Ｄ
は
一
尺
三
寸
角
で
あ
る
(
大
黒
柱
な
が
ら
通
柱
で
な

い
)
と
考
え
ら
れ
る
�

こ
れ
は
下
之
重
の
柱
上
に
架
け
る
梁
組
み
図
�
図
４
-
２
�
を
み
れ
ば
肯
首
で
き
�
西
通
柱
１
�
８
と
通
柱
９
・
1
0
お
よ
び
大
黒
柱
Ａ
・
Ｂ
�
下
梁
(
下
木
)
と
上
梁
(上

木
)
の
組
合
せ
関
係
が
分
か
る
�
中
之
重
の
外
ま
わ
り
規
模
は
八
間
半
×
八
間
�
下
之
重
の
身
舎
ま
わ
り
八
間
×
七
間
よ
り
大
き
め
で
�
西
通
柱
筋
を
除
く
三
方
に
お
い

て
半
間
出
る
位
置
で
入
側
庇
の
繋
梁
上
に
柱
持
梁
を
渡
す
必
要
が
あ
る
�
そ
し
て
南
北
方
向
の
上
梁
(
大
引
も
兼
ね
る
)
に
柱
を
立
て
る
の
で
�
中
之
重
平
面
の
柱
割
が
計

画
さ
れ
�
柱
を
半
間
ズ
レ
筋
に
の
せ
て
配
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
�
そ
の
点
�
下
之
重
の
梁
組
み
図
に
黒
柱
割
の
配
列
を
表
示
し
た
�



そ
う
し
て
梁
組
み
の
上
に
床
を
敷
き
�
先
の
柱
割
に
よ
る
平
面
設
定
に
応
じ
て
柱
を
立
て
れ
ば
�
中
之
重
の
軸
部
立
て
図
�
図
５
-
１
�
の
よ
う
な
構
成
と
な
る
�
Ａ

-
②
�
御
天
守
中
之
御
重
地
差
圖
�
で
は
身
舎
部
を
南
列
(三
間
ス
パ
ン
)
と
北
列
(
二
間
ス
パ
ン
)
に
分
け
�
南
列
は
二
間
梁
ず
つ
三
部
屋
に
区
画
(さ
ら
に
中
央
間
に
板
張
囲
い

の
小
室
二
坪
を
と
る
)
�
北
列
に
は
上
り
口
と
中
段
折
れ
階
段
を
設
け
て
い
る
�
柱
割
か
ら
六
間
取
り
を
形
成
す
る
よ
う
に
み
え
る
も
の
の
柱
筋
は
破
線
を
引
い
て
お
り
�

こ
の
階
も
下
之
重
と
同
じ
く
一
面
板
敷
き
(惣
板
間
)
で
敷
居
を
入
れ
ず
内
法
貫
を
通
す
だ
け
で
あ
�
た
�

こ
こ
で
は
身
舎
部
の
東
通
柱
１
�
９
が
そ
の
ま
ま
上
之
重
の
東
外
柱
と
し
て
立
ち
あ
げ
て
東
西
方
向
に
下
梁
を
架
け
る
が
�
外
ま
わ
り
両
端
一
間
半
あ
て
逓
減
す
る

た
め
�
反
対
側
の
西
柱
筋
が
中
之
重
の
柱
筋
よ
り
内
方
へ
半
間
ず
れ
る
こ
と
に
な
る
�
く
り
か
え
し
述
べ
た
よ
う
に
下
梁
は
段
差
の
掛
継
ぎ
処
理
し
て
上
梁
を
受
け
ね

ば
な
ら
な
い
�
こ
の
部
分
�
Ａ
-
⑥
�
御
天
守
中
之
御
重
碁
盤
梁
之
圖
�
で
は
下
梁
(下
木
)
が
二
本
重
ね
段
違
い
に
画
か
れ
�
ち
�
�
と
分
か
り
に
く
い
け
れ
ど
も
�
水

島
家
の
建
地
割
圖
を
見
る
と
庇
繋
の
梁
に
束
立
て
し
て
上
梁
を
支
持
す
る
部
位
が
認
め
ら
れ
る
�
よ
�
て
中
之
重
の
柱
上
に
架
け
る
梁
組
み
図
を
描
き
�
上
之
重
の
外

ま
わ
り
・
身
舎
部
に
黒
柱
割
で
配
列
を
表
示
し
た
�
図
５
-
２
�
�

こ
う
し
て
上
之
重
の
建
ち
上
が
り
構
成
図
に
い
た
�
て
�
東
通
柱
１
�
９
の
上
下
関
係
や
軸
部
・
小
屋
組
な
ど
の
様
子
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
�
図
６
�
�
内
部

は
身
舎
ま
わ
り
入
側
柱
間
に
無
目
敷
居
を
入
れ
る
が
�
鴨
居
・
内
法
長
押
は
打
た
ず
下
・
中
之
重
と
同
様
に
貫
二
筋
を
通
し
て
堅
め
る
�
戦
災
焼
失
前
の
三
階
内
部
写

真
を
見
る
と
板
敷
き
の
ま
ま
で
あ
る
が
��
御
天
守
普
請
覚
帳
�
に
は
惣
畳
敷
き
と
記
さ
れ
て
い
る
�

な
お
ア
イ
ソ
メ
図
で
は
�
軸
部
・
梁
組
み
構
成
を
見
や
す
く
す
る
た
め
�
屋
根
は
初
層
の
み
と
し
垂
木
・
瓦
葺
を
略
し
た
が
�
上
之
重
の
小
屋
組
は
水
島
家
の
建
地

割
圖
に
な
ら
�
て
桔
木
を
入
れ
扠
首
に
組
む
と
こ
ろ
を
表
現
し
て
み
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図５－２．中之重 柱上の梁組みアイソメ図

図５－１．中之重の軸部立てアイソメ図



図６．上之重 建ち上がり構成アイソメ図
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